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イヌおよびブタ回虫のＰＣＡ
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寄生蠕虫症の診断用としての皮内反応が価値あるもの

とした報告が多い．石崎（1968)，沢田ら（1961)，横川

ら（1957)，ＩｊｉｍａＥＺａＪ．（1968)，LobelaaZ．（1968）

これは15～30分後の膨疹と発赤の発生とその後１時間

で全く消失する反応であると規定している．また石崎

(1968）はこのような皮内反応には閾値が存在し，その

閾値はその個体の有するレアギン価と一致すると報告し

ている．また実験動物ではＥｄｗａｒｄｅｒａＪ．（1967）はマ

ンソン住血吸虫感染サルでもIshizakaeZaJ.（1967）の

ヒトのレアギン（IgE）に相当する抗体が一過性に産生

されることを報告し，ZvaiHerP／α』.(1967）はウサギに

同吸虫をかけてレアギン産生を報告した．またこの他

ＯｇｉｌｖｉｅｅＺａＬ（1966)，およびOgilvie（1967）は，ネ

ズミに対するマンソン住血吸虫やＭ'Post'Ｕ"gyJ"Ｓの

感染例で，WeizeretaL（1968）はブタ回虫をサルに感

染させて，ＳａｄｕｎｅＺａＬ（1967）は糸状虫をウサギに感

染させて，同様にヒトのレアギンに相当するhomocy‐

totropicantibodyが実験動物にも一過性に産生される

ことを報告している．このhomocytotropicantibody

は72時間後のpassivecutaneousanaphylaxis（PCA）

が最も力価が高く，同種動物間ＰＣＡでのみ認められる

抗体で移動性の早い７Ｓとし，異種動物間ＰＣＡ(slower

removing7S）と区別している．ヒトの寄生虫感染症診

断としての皮内反応はactivecutaneousanaphylaxis

(ＡＣＡ）であって，石崎らの理論に従えばレァギン産生

の実態を知ることにより，皮内反応の理論的裏付がなさ

れると考えられるので，ブタ回虫，イヌ回虫を用いてウ

サギに免疫したり，感染させたりしたぱあいの皮層感作

抗体について検討したので報告する．

材料および方法

動物：体重2,500～3,0009のウサギを免疫および感染

とＰＣＡ反応に用いた．また雄モルモット（ハートレー

系)体重200～3009のものをＰＣＡ反応に用いた．

抗原：ブタ回虫（ASGαγｉｓ伽"ｚＭｃｏＭｅｓｓ"z`"')および

イヌ回虫（Ｔｏ工ocαγαｃα"ｉｓ）の成虫をアセトン乾燥未と

したものを原材料とした．

感染虫卵および幼虫：ブタ回虫，イヌ回虫は子宮内卵

を型のごとく濾紙培養を行ない，培養後２週間以上の完

熟仔虫包蔵卵を用いた．

燐酸緩衝食塩水(ｐＨ7.2）：純水１１に6.89のＮａCl，

1.4839のNa2HPO4･7Ｈ２０と0.4339のＫＨ２ＰＯ４を溶

解したものを用いた．

燐酸緩衝食塩水抽出抗原：成虫アセトン乾燥未に燐酸

緩衝食塩水を加え，充分磨砕し，さらに37°Ｃで30分抽

出し，ただちに12,000rpm15分遠沈した上清を３ｍｇＮ／

ｍｌになるように調製したものを用いた．

１％エバンス・ブルー溶液：エバンス・ブルー（東京

化成）１９を燐酸緩衝食塩水100ｍｌに溶解したものを

用いた．

免疫：抗原として30ｍｇのアセトン乾燥末を１ｍｌの

燐酸緩衝食塩水に懸濁し，等量のFreundのcomplete

adjvant(ヤトロン製）を加え乳剤としたものを，それぞ

れウサギの足蹴に２ｍl注射して免疫した.感染はブタ回

虫は仔虫包蔵卵6,000個を１回，またイヌ回虫では5,000

個１回，2,000個を週１回づつ３週計6,000個それぞれ経

口投与による感染を行なった．抗血清の採取はアセトン

乾燥未による免疫群では注射後４日，７日，１０日，１４日，

18日，２２日目に，また感染群では毎週耳静脈より採血

し，血清を分離し，使用時まで-20°Ｃに保存した．

Passivecutaneousanaphylaxis（PCA)：Homocy‐

totropicantibodyの検出には潜伏期72時間のＰＣＡを

用いた．体重２，０００～３，０００９のウサギの背面を剪毛し，

皮内に0.1ｍlの全血清，血清分割，燐酸緩衝食塩水で希

釈した血清を注射し，７２時間後に燐酸緩衝食塩水で抽出

した抗原１ｍｌと１％エバンス・ブルー１ｍｌを耳静脈

より注射し，３０～60分後に出現する青色斑を記録し，注

射時の抗血清の希釈度から，また青色斑の直径(ｍ、）か

（５）
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ら，さらに原田ら（1966）の法による抽出したエバンス

ブルーの量から抗血清の力価を判定した．Heterocyto‐

tropicantibodyの検出に用いた潜伏期４～６時間の

PCAは体重200～3009のモルモットの背面を剪毛し，

皮内にＯ１ｍｌの全血清，血清分書'１，燐酸緩衝液で希釈し

た血清を注射し，４～６時間後に燐酸緩衝食塩水で抽出

した抗原を体重1009につき0.1ｍｌの割合で，0.5ｍ'の

１％エバンスブルーとともに股静脈から注射し，３０～６０

分後に出現した青色斑について，前者と同様にしてその

力価を判定した．なおウサギおよびモルモットともに注

射部位による感受性の差位が認められるが，これらは常

に標準血清を接種し，その力価の変動率から換算して，

個体差および同一個体における各部位における感受性の

差を修正して表現した．（Tableｌ）

画の蛋白量は280ｍ似吸光度法で求めた．

メルカプトエタノール処理：Ａ）Goldstein（1969）の

法にならい，免疫血清1.8ｍｌに１Ｎの２メルカプトエ

タノール0.2ｍｌを添加し，対照には１Ｎの２メルカプ

トエタノールの代りに燐酸緩衝食塩水0.2ｍlを加え，両

者にＮ２を充満し，室温で４時間遷元し，これをセロフ

ァン・チューブに移して0.1Ｍのトリス，塩酸緩衝液

(ｐＨ８０）500ｍ］で36時間透析した．なおこの間緩衝液

は２回とりかえた．

Ｂ）ZvaiHer＆Becker(1966）の法にならい，0.5ｍｌ

の免疫血清をセロファンチューブに入れ，0.1Ｍの２メ

ルカプトエタノール250ｍ]の溶液中で３時間室温で透析

し，ついで０．０２Ｍのヨードアセトアマイド500ｍｌで同

様３時間透析を行なった．さらにこの遷元アルキル化さ

れた試料を燐酸緩衝食塩水を数回とり変えながら４°Ｃ

で24時間透析を行なったものを還元・アルキル化標本と

し，対照には２メルカプトエタノールの代りに燐酸緩衝

食塩水で処理し，以下前者と同様に処理したものを用い

た．

加熱処理：あらかじめ56°Ｃに加温された肉の薄い試

験管に免疫血清を入れ，５６°Ｃの温浴中に浸し，１５分，

30分，１時間，２時間，３時間，４時間目にそれぞれ試

料をとり出し，ただちに氷水中につけて冷却し，被験試

料とした．

免疫電気泳動法：アガロース（Behrigwerke）を支持

体として，型のごとく平板を作製した．緩衝液はベロナ

ール緩衝液(ｐＨ８．６，イオン強度0.05)を用い，２ｍＡ/cｍ

の定電流で，８０分通電し泳動を行なったのち，試料域の

両側に抗血清用の溝を切り，これにウサギの全血清およ

び７－グロブリンで免疫したヤギ血清（Hayland）を燐酸

緩衝食塩水で３倍に希釈したものを入れ，室温に湿潤下

で放置して沈降線の形成をさせた．得られた沈降線はア

ミドシュウァルツl0Bで染色を行ない確認した．

結果

１）Ｈｏｍｏおよびheterocytotropicantibodies（皮

層感作抗体）の出現の時期と持続性：４羽のウサギを１

群として，ブタ回虫成虫アセトン乾燥末30ｍｇで免疫し

た場合の，皮層感作抗体の産生と沈降反応の産生の状態

をみたのがＦｉｇ．１～Ｆｉｇ．３である．７２時間ＰＣＡで証

明される．homocytotropicantibodyは，４例中２例に

みられ，早いものでは免疫後４日から，またおそい場合

には10日位からみられた．また出現してから10日でその

抗体価が最高に達し，以後次方に低下し，約３週で消失

ＴａｂｌｅｌＰｒｏｃｅｄｕｒｅｏｆＰＣＡ

Homocytotropicantibody
-rabbit-rabbit-

intradermalinjectiｏｎｏｆＯ１ｍｌｏｆｉｍｍｕｎｅｓｅｒｕｍ
Ｉ

ａｆｔｅｒ７２hours．

↓
challengedintravenouslywithlmlofphospha‐
te6uffersalineextractfromascariｄａｄｕｌｔａｃｅｔｏｎ

ｄｒｙｐｏｗｄｅｒ（３ｍｇＮ/ｍｌ）ａｎｄｌｍｌｏｆＥｖａｎｓ
ｂｌｕｅ（1％）

↓
ａｆｔｅｒ３０ｍｉｎ・

I
bluespotswererecordedandmeasured

Heterocytotropicantibody

-rabbit-guineapig-

intradermalinjeｃｔｉｏｎｏｆＯ１ｍｌｏｆｉｍｍｕｎｅｓｅｒｕｍ
↓

after４～６hours．

↓
challengedintravenouslywithO1m]/l00gbody
whightofphosphatebuHersalineextractfrom
ascaridadultacetondrypowder（３ｍｇＮ/ｍｌ）
ａｎｄＯ５ｍｌｏｆＥｖａｎｓｂｌｕｅ（1％）

↓
ａｆｔｅｒ３０ｍｉｎ．

↓
ｂｌｕｅspotswererecordedandmeasured

ゲル濾過カラムクロマトグラフィー：セファデックス

G-200（Ａ・BPharmacia，Upsala，Sweden）は純水で

充分膨潤したものを，さらに剛酸緩衝食塩水（純水１１

に１．２３７９のＨ３ＢＯ３，７．６２７９のNa2B407，８．７６７９の

ＮａCl,ｐＨ8.0）で緩衝したのち，３×80ｃｍの高さに充

填し，前記耐酸緩衝食塩水で透析した免疫血清の３ｍｌ

を試料として，棚酸緩衝食塩水で溶出した．溶出速度は

35ｍl/hr、で５，１分画として採取した．なおこのカラム

クロマト操作はすべて４．Ｃの条件下で行なった．各分

（６）
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tatingantibodymthecaseofrabbit
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adultacetondrypowder（30ｍｇ)．

０
５

１

巨
囚
×
・
』
①
］
一
］
【
で
○
二
一
］
巨
甸

2'

０
５

１Ｅ
『
×
．
』
①
］
一
］
シ
で
①
二
一
』
臣

No.６

llMLiiL
ＳＥ1

1.
５１０１５２０

ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｍｍｕｎｉｚａｔｉｏｎ

Ｆｉｇ２・Thetimeofappearanceanddurationof
detectableheterocytotropicantibodyin
rabbitsimmunizedwithhogascarid
adultacetondrypowder（30ｍｇ)．
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tionofhomocytotropicantibodyinｔｈｅ

ｃａｓｅｏｆｐｒｉｍａｒｙｉｍｍｕｎｉｚｅｄｒａｂｂｉtswith

hogascaridadultacetondrypowder(３０
ｍｇ)．

ＳＥ．：phosphatebuHersalineextractfrom

hogascaridadultacetondryｐｏｗｄｅｒ
（３ｍｇＮ/ｍｌ）

１．Ｖ.：intravenousinjection
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Ｆｉｇ３・Thetimeofappearanceanddurationof
detectableprecipitatingantibｏｄｙｉｎｒａｂ‐
bitsimmunizedwithhogascaridadult
acetondrypowder（30ｍｇ)．

示さなかったが，heterocytotropicantibodyの抗体価の

変動は沈降抗体のそれと良く一致した．

４）Homocytotropicantibodyのanamnesticres‐

ponseについて：前述のＮｏ．６のウサギおよびＮｏ．

４，７，８の初回の免疫でhomocytotropicantibody

を証明出来なかったもの計４羽を１群とし，ブタ回虫ア

セトン乾燥未の燐酸緩衝食塩水抽出液１ｍｌを静脈から

注射して免疫し，以後のhomocytotropicantibodyの

産生の様子をみたのがＦｉｇ．５である．この結果は以前

に産生していたものは勿論，初回免疫で証明されなかっ

た３例のうち１例にhomocytotropicantibodyの産生

が認められた．

この再免疫による抗体の出現の時期と持続`性は初回免

疫の場合とことなり，再免疫後３日で最高値となり，以

した例がみられた．ついで６時間ＰＣＡで証明される

heterocytotropicantibodyは免疫後４日から全例にみら

れ，日をおってその抗体価も上昇した．沈降抗体は免疫

後４～７日目からみられ，日をおって抗体価の上昇がみ
られた．

２）Ｈｏｍｏおよびheterocytotropicantibodiesと沈

降抗体との関係：Ｎｏ．６のウサギについてｈｏｍｏおよ

びheterocytotropicantibodiesと沈降抗体の抗体価の

変動をまとめたものがFig.４である．この結果はhomo-

cytotropicantibodyの産生の状態とheterocytotropic

antibodyおよび沈降抗体の産生の状態とは全く相関を

（７）
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Ｆｉｇ．６．Latentperiodandpersistenceofskin
fixationofhomocytotropicantibody・

後急速に低下して２週でほとんど消失した．

４）Homocytotropicantibodyの潜伏期および皮膚

固着性について：正常ウサギ３羽を一群として，潜伏期

144時間，120時間，９６時間，７２時間，４８時間，２４時間，

12時間，６時間，０時のＰＣＡ反応の結果はＦｉｇ．６に

示すようである．すなわち抗血清接種直後ではたしかに

青色斑が発現するが，その色調は非常に淡く，しかも青

色斑自体の境界が不鮮明であり明瞭でなかった．ついで

接種後６～12時間では全く青色斑が表れず，接種後24時

間で僅かに発現し，以後144時間までみられたが，最も

著明な青色とその境界の鮮明度および径の大きさを示し

たのは接種後72時間であった．

５）Ｈｏｍｏおよびheterocytotropicantibodiesの

56°Ｃの加熱による影響：４時間，３時間，２時間，１

時間，３０分15分とそれぞれ加熱した免疫血清をウサギの

皮内に接種し，７２時間ＰＣＡでhomocytotropicanti‐

bodyの力価を，青色斑から抽出したエバンス・ブルー

の色素量で，無処置の抗血清の同様ＰＣＡの青色斑から

抽出したエパンス・ブルーの色素量を100％としたとき

の，それぞれの比活`性で表現した．また同一免疫血清を

３匹のモルモットの皮内に接種する４時間ＰＣＡで，前

者と同様に処置してheterocytotropicantibodyの力

価を評定したのがＦｉｇ．７である．この結果はhetero‐

cytotropicantibodyは全く加熱の影響をうけないが，

homocytotropicantibodyは加熱時間が長いほど力価

の低下が認められ４時間処置後のものの残存活性は僅か

に22.6％であった．

６）Ｈｏｍｏおよびheterocytotropicantibodiesの２

メルカプトエタノール還元の影響：免疫血清に0.1Ｎに

なるように直接２メルカプトエタノールを入れた（Ａ）

法でのものをウサギおよびモルモットの皮内に接種して

ｈｏｍｏおよびheterocytotropicantibodiesの検出を

ＰＣＡで試みたが，この場合には対･照との間に全く差が

●

●

十台１２３４
incubationtime(hrs.）

Fig.７．Ｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｈｅａｔ（56°Ｃ）onthehomo

andheterocytotropicantibodies・

inactivationpercentwascalibratｅｄｆｒｏｍｅｘ‐
tractedEvansblue．

Ｇ,ＰＣＡ：heterologousPCA

RPCA：homologousPCA

Table2Effectofreductionandalkyｌａｔｉｏｎｏｎ

ａｃｔｉｖｉｔｙｏｆｔｈｅｈｏｍｏａｎｄｈｅterocytotropic
antibodies

control

（ｍ、）
Ｐ．Ｃ･Atreatmentmercapto．

（ｍ、）

１４×１４

１４×１４

１６×２２

１６×２２

heterologous
PCA

homologous
PCA

１４×１４

１０×１１

１６×２２

０

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

Ａ：mercaptoethanoltreatment．

Ｂ：mercaptoethanolandiodoacetoamidetreat‐
ｍｅｎｔ、

control：notreatment・

ａｃｔｉｖｉｔｙｓｈｏｗｓｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｔｈｅａｒｅａｏｆＰＣＡ
ｒｅａｃｔｌｏｎ、

みられなかった．しかし２メノレカフ゜トエタノールで還元

し，ただちにヨードアセトアマイドでアルキル化した

(Ｂ）法のもののＰＣＡではheterocytotropicantibody

も僅かに活性の低下を認めるが，homocytotropican-

tibodyは完全に不活化され，全く青色斑が認められな

かった．また対照としてヨードアセトアマイドのみの処

理による免疫血清のＰＣＡは活性の低下が全くみられ

なかった．（Table２）

６）免疫血清のセファデックスG-200によるゲル濾

過：免疫血清をセファデックスG-200でゲル濾過を行な

（８）
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０
５

１
０

亘
Ｅ
Ｃ
囚
画
一
詞
．
□
・
○

Ｄ
・
Ｑ
Ｊ
Ｄ
Ｌ
Ｑ
Ｃ
。

［屋【屋）閂①一④【臣呵一で口①一切①
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

０
凸
可
上

３０４０５０６０７０＝

ｔｕｂｅＮｏ．

Ｆｉｇ．８．Distributionofhomoandheterocyto‐
tropicantibodiesinfractionselutedfrom
SephadexG-200column，

proteinabsorptionat280似，ｃｏｌｕｍｎｓｉｚｅ３×

80,boratebuffer（ｐＨ８．０)，elutionrate35
ml/hr.，５ｍｌｆｒａｃｔｉｏｎ

ＧＰＣＡ：heterologousPCA

RPCA：homologousPCA

つた結果はＦｉｇ．８に示すように，その全分画0.1ｍｌを

ウサギおよびモルモットの皮内に接種し，ＰＣＡ反応を

行ないｈｏｍｏおよびheterocytotropicantibodiesの溶

出域を求めた各分画の力価は青色斑の大きさで表現し

た．この結果homocytotropicantibodyは試験管Ｎｏ

３７～４４に，またheterocytotropicantibodyは試験管

No.４１～51にかけて溶出した．この両者は一部交叉する

が，それぞれの活性の分布からみて両者は完全に区別さ

れた．またhomocytotropicantibodyの溶出域は２８０

ｍ似吸光度法で求めた．蛋白の第１分画と第２分画の中

間に位置するが，heterocytotropicantibodyは第２分

画のそれと殆んど一致した．

７）Homocytotropicantibodyを含む分画の免疫泳

動による同定：セファデックスG-200での分画の結果と

ＰＣＡ反応から，試験管Ｎｏ．３７はheterocytotropic

antibodyを殆んど含まない比較的純粋なhomocyto‐

tropicantibodyの分画といえる．そこでこの分画をヤ

ギ抗ウサギ７－グロブリン血清とヤギ全血清で免疫泳動

を行なった結果はPhot1のようである．対照に全抗

血清を用いて同様の免疫泳動を行なったが，この二者を

比較した場合homocytotropicantibodyを含む分画の

示す沈降線はウサギ全免疫血清の示す沈降線のうち，と

くにＩｇＧによると思われる沈降線より，すべての沈降

線が陽極側にあり，少くともＩｇＧのそれより易動度の

高いことがうかがえる．

８）免疫および感染によるｈｏｍｏおよびhetero‐

cytotropicantibodiesの産生について：ウサギにブタ

回虫，およびイヌ回虫の成虫アセトン乾燥末（30ｍｇ）

を用いて免疫したり，また幼虫感染した場合の，ｈｏｍｏ

Phot，１．Immunoelectrophoreticanalysisoffrac‐
ｔｉｏｎＮｏ、３７containingrelativelylarge

amountofhomocytotropicantibody

obtainedbySephadexG-200column‐

chromatography、

１…・goatanti-rabbitwholeserumantiserum

2....goatanti-rabbit7-globulinantiserum
A・…ｗｈｏｌｅｉｍｍｕｎｅｓｅｒｕｍ

Ｂ・・・・fractionNo，３７

およびheterocytotropicantibodiesをしらべた結果は

Table３，４に示すごとくで，ブタ回虫成虫免疫では

homocytotropicantibodyは免疫後１週以内から４週に

かけて４例中２例に認められたが，イヌ回虫成虫免疫で

は１例も見出し得なかった．しかしheterocytotropic

antibodyの産生はすべての免疫例に比較高頻度に認め

られ，一度上昇した抗体価は長期消失しなかった．感染

例ではhomocytotropicantibodyはイヌ回虫感染例に

のみ認められた．２週目より１例，５週目に１例各々陽

性となり，７週～８週ではいずれも抗体価が80倍希釈ま

で陽性に出現した．

９週～10週では原血清にのみ陽性に認めたに過ぎず，

長期の抗体の持続性は認められなかった．Heterocyto‐

tropicantibodyはブタ回虫感染の５例中１例にのみ認

められ，その出現の期間は感染後３週～４週であった．

考察

ウサギに対しブタ回虫およびイヌ回虫体成分で免疫し

たり，仔虫卵で感染することにより，７２時間ＰＣＡで

証明されるhomocytotropicantibodyの産生を認め

た．この抗体の産生は成虫のアセトン乾燥末による免疫

では，免疫の初期に極めて一過性に出現するのみでその

産生の長期の持続性は認められなかった．このことは

ZvaiHer＆Becker（1966）がウサギをウシアルブミン

で免疫した場合と全く一致する．つぎに感染による

homocytotropicantibodyの産生はイヌ回虫の感染の

（９）
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Table３．Homocytotropicantibody

（７２hrs・ＰＣＡ）rabbit→rabbit

Sensitization

２Ｗ

２(4)

Ｏ(4)

３Ｗ

２(4)

０(4)

４ｗ

ｌ（４）

０(4)

５ｗ

Ｏ(3)

０(4)

６ｗ

Ｎ.Ｄ、

０(4)

１Ｗ

*１(4)

０(4)

７Ｗ８Ｗ９ｗｌＯｗ

Ｏ(4)０(4)０(4)０(4)

７Ｗ８Ｗ９ｗｌＯｗ

Ｎ.Ｄ、

２(4)２(3)２(3)２(2)

Ａ、〃"267/coic】んｓＳ"""ｚ

Ｔ．ｃα"is

lnfection

ｌｗ

Ｏ(5)

０(4)

２ｗ

Ｏ(5)

１（４）

３ｗ

Ｏ(5)

１（４）

４ｗ

Ｏ(5)

１（４）

５ｗ

Ｏ(5)

２(4)

６ｗ

Ｏ(5)

２(4)

Ａ，Ｊｚ”z6γicoiaes

T．ｃα"iｓ

sensitizationwith30mgofascaridacetondrypowden

infectionwithA，肱"zけicoicJess"z（"か・・・6,000eggs．

Ｔ・Ｃａ"zs･……・………２，０００eggs、３ｔｉｍｅｓ（everyweek）

〃..・・・・・・・・・・・・・・・5,000eggs．

＊……ｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆＰＣＡｐｏｓｉｔｉｖｅｒabbits．

（）…･numberofexperimentalrabbits．
Ｎ,，.・・ｎｏｔｄｏｎｅ

Table4Heterocytotropicantibody

(4～６hrs・ＰＣＡ）rabbit→guineapig

Sensitization

１Ｗ

*６(7)

０(4)

２Ｗ

６(7)

Ｏ(4)

３Ｗ

７(7)

Ｏ(4)

４Ｗ

４(7)

２(4)

５ｗ

Ｏ(3)

２（４）

６ｗ

Ｎ.Ｄ、

２(4)

７Ｗ８Ｗ９ｗｌＯｗ

２(4)２(4)Ｎ､Ｄ、

７Ｗ８Ｗ９ｗｌＯｗ

Ｏ(4)０(4)０(4)０(4)

Ａ・Ｚ"m67iCoi火ＳＳ"z"〃

Ｔ、ｃａ７ｚｊｓ

ｌｎｆｅｃｔｉｏｎ

３ｗ

ｌ(5)

０(4)

４ｗ

ｌ（３）

０(4)

６ｗ

Ｎ.Ｄ、

０(4)

ｌｗ

Ｏ(5)

０(4)

２ｗ

Ｏ(5)

０(4)

５ｗ

Ｏ(3)

０（４）

Ａ・Ｚ"m67icoi庇ｓｓ〃ｚＺｍ

Ｔ．ｃα"iｓ

sensitizationwith30mgofascaridacetondrypowder，

infectionwithA．／"'"６７ｉｃｏｉａｅｓｓ"〃ブル・・・6,000eggs．

Ｔ・Ｃａ,"s………………2,000eggs、３times（everyweek）

〃．.・・・・・・・・・・・・・・・５，０００eggs．

＊..・・・・ｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆＰＣＡｐｏｓｉｔｉｖｅｒabbits．

（）…･numberofexperimentalrabbits．
Ｎ､，.・・ｎｏｔｄｏｎｅ

HsU＆Ｈｓｉｉ（1966）は日本住血吸虫の日本株にＸ線を

照射したセルカリァやまたＸ線を照射しない台湾株のセ

ルカリアをアカゲザルに感染させて53例中28例にレアギ

ンすなわちhomocytotropicantibodyの産生を認めた．

この中で早いもので１１２日～161日の問に本抗体の消失

が認められたと報告している．この他OgilvieeZaZ．

(1966）らも同様な結果を報告している．またZvaiHer

eZaZ.（1967）はウサギにマンソン住血吸虫のセルカリア

を感染させた結果レアギン様抗体の血中に認められたの

は感染後7～12週であったと報告している．しかしSadun

etaZ.(1967）はＤｉγＣｌノブルァiα〃"i/b'W`ハをウサギに感染

させ,そのレアギン抗体の産生をみたところ,18羽のウサ

ギで感染後２週から28週にかけて本抗体の産生を認め，

みに認められ，ブタ回虫の感染では認められずその産生

も前者よりやや長期に亘つた．このことはイヌ回虫のよ

うにsomaticmigrationをするものでは,幼虫が長期に

宿主体内に停留するために，その免疫の発生が良好であ

るのかも知れない．これに対し，ブタ回虫ではtracheal

migrationをし，幼虫の宿主体内での停留が極めて一過

性であることに起因するとも考えられる．またｈｏｍｏ‐

cytotropicantibodyの産生の頻度は今回の実験では成

虫体成分免疫群および感染群をとおして，実験例の’/４

(25％）程度にしかこの抗体の産生が認められなかっ

た．このことについてZvaiHer＆Becker(1966)のウサ

ギにウシアルブミンで免疫した例では47例中22例（46.8

％）に本抗体の産生を認めたのに過ぎなかった．また

（１０）
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Table5Propertiesofhomocytotropicantibody

pers1stence

atpassively
sensitizeｄ

ｓｋｉｎｓｉｔｅ

inactivationby
reductionand

alkylation

effectof

heating
electrophoretic
mobility

molecular
●

ｓ１ｚｅ

author specles

inactivatednlan

guineapigsLdecrease
rat inactivated

rabbit inactivated

７．７Ｓ

６．５S

sLlargerthan7S

sLlargerthan7S

冊

tr・ｔｏ＋

冊

冊

７１

７１

β
fasterthan

peakof7G

fasterthan

peaｋｏｆ７Ｇ

atleast28days、

２and4days・

atleast30days、

atleastl7days．

Bloch（1967）

Kobayashi
aaL（1970）

rabbit markinact， 冊 sLlargerthan7Satleast5days．

ｓ1.....slightlytr…・trace

なかでも感染後８週では全例に陽性に出現したと報告し

ている．以上著者らの実験と従来の諸家の報告とを総合

してみるとhomocytotropicantibodyは人のレアギン

(IgE）に相当するものであって，実験動物では長期の産

生が認められず，いづれも一過性であること，さらに感

染,免疫を含めて常に全例に出現する可能性にとぼしく，

かりに再感染が行なわれて本抗体のanamnesticriseが

あったとしても』恒常的な抗体価の維持は望み難いと考え

られ，このような抗体を基礎としたヒトの寄生蠕虫症の

皮内反応の高度な信頼性を理論づけることは不可能のよ

うに思われる．

この７２時間ＰＣＡで証明されるhomocytotropic

antibodyの性状についてはBloch（1967）がヒトを含

む動物のアナフィラキシ_抗体について詳細に報告し，

その性状はＴａｂｌｅ５に示すようである．本表と破線以

下の著者らの成績とを比較した場合，５６°Ｃの加熱によ

り著明に活性が減ずること，また２－メルカプトエタノ

ールの還元により完全に不活化される．電気泳動による

易動度は７Ｇの山よりやや陽極に存在する．分子の大

きさは蛋白分画の第１峯の19Ｓ抗体を含む分両と，第２

峯の７Ｓを含む分画との中間に溶出することからして７

ｓよりやや大きいのではないかと考えられる．感作皮層

えの固着性は著者らの実験の範囲では５日以上で，極め

て長期である点などからみて，本抗体はヒトのレアギン

IgE（IshizakaeZaL1967）とその性状が同一であろう

と推定される．Bloch（1967）によれば皮層感作抗体に

は２つのものがより一つは前述のhomocytotropic

antibody（レアギンIgE）であり，他の一つはモルモッ

ト以外の動物の免疫血清をモルモットの皮層に接種する

ＰＣＡで証明されるheterocytotropicantibodyはＩｇＧ

によって惹起されるとのべており，homocytotropic

antibodyとは区別している．

寄生蠕虫の免疫，感染ともに同一個体でこれらのhO

mocytotropicantibodyやheterocytotropicantibody

をそれぞれのＰＣＡにより認められることからして，免

疫動物にactivecutaneousanaphyIaxisを行なう場合，

Ogilvie（1969）ものべているように（小林への私言）

evanescenttypeの皮層反応のみでなく，Ａｒthusを含

む皮膚反応の混合型をみることは否定出来ない

ヒトの場合にのみ何故このようなevanescenttype

の皮層反応のみが出現し，このものが高い信頼度を示す

かについては今後なお研究を重ねて解明したいと考えて

いる．

結 語

ウサギにブタ回虫（ＡＳＣα,ﾌﾟｓＺＺ`,"６７７ＣＯ/ｃＪｅＳＳＺａ('"）お

よびイヌ回虫（Togroα"αｃα"is）の虫体成分をFreund

のcompleteadjuvantと共に免疫したり，幼虫を経口

感染させ，レアギン産生をしらべた．その結果72時間

PCA（ウサギ→ウサギ）と６時間ＰＣＡ（ウサギ→モル

モット）の２種の抗体を区別出来た．虫体成分による免

疫ではレアギン産生は一過性ではあるが，イヌ回虫感染

では比較的長期間レアギンが証明される．しかしこの抗

体は実験ウサギの25％程度にしか見出されず，易熱性で

あった．レアギンの皮層固着性は接種後60～90時間で

PCAをしらべた場合が最高値を示した．５口後でも

PCA陽性である．２－メルカプトエタノール処理で本

抗体は完全に不活化された．分子量は７Ｓよりやや大き

く，電気泳動の位置はＩｇＧのそれより陽極側に存在す

る．
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PASSIVE CUTANEOUS ANAPHYLAXIS (PCA) OF HELMINTHIASIS

PCA OF PIG AND DOG ASCARIDS

Mizuho KOBAYASHI, Keizo NAGASE, Atsutoshi TAKEUCHI,

Hiroshi HATTORI and Shiro KANO

Depertment of Parasitology, School of Medicine, Gifn University, Gifu, Japan.

Rabbits were immunized by injection of ascarid aceton dry powder (Ascaris lumbricoides

suiwi and Toxocara canis) and by injection of the above mentioned ascarids larvae.

Homologous PCA (latent period 72 hours, rabbit—►rabbit) and Heterologous PCA (latent

period 4~6 hours, rabbit—^guinea pig) were detectable in both cases. Reaginic antibody (homo

logous PCA) was produced in the early days after immunization of ascarid aceton dry powder

and twenty five percent of immunized rabbits produced detectable amounts of reaginic antibody.

The same reaginic antibody was produced only in the case of Toxocara infection. This

reaginic antibody was heat labile, and inactivated to treatment with 2-mercaptoethanol. Latent

period (homologous PCA) was required 60-90 hours at the most value on PCA, and persistence

at passive cutaneous skin site was demonstrated for at least 5 days. It has a faster electropho-

retic mobility than rabbit jG, and eluted from the column after the yM and before the peak con

centration of the ^G by Sephadex G-200 gel filtration.




